
“闘魂リハビリ”
前へ、その先の景色を見るために

基本情報：40歳、女性。脳出血発症。
後遺症：右半身麻痺、右側感覚障害、
当院退院し、通院リハビリも卒業。

このまま意識なくなると思うから

病院食は全体的に薄味で食感は柔らかめで正直、
物足りませんでした。
でも、1日の中で食事が1番楽しみだから、「ナニ
コレー」って楽しまなきゃと思いました。
塩分や栄養、カロリー計算された物が毎食出てく
るなんて、したくてもなかなかできない食生活！
入院＝ダイエット合宿に参加してると思えばこん
なラッキーな生活はない！リハビリで体を動かし、
適度に休息を取り、（運動量に合わせておやつが
追加されました♡）塩分控えめで栄養バランスの
良い食事をとる。そんな生活をしているうちに、
体力もついて、体も動く。夜はぐっすり寝て、朝
スッキリ目覚め、朝食も美味しく食べられる。そ
して今日も1日頑張れる。
身体に携わる人間として、こんな当たり前の大切
な事に改めて気づきました。「食は身体を作る」
という事を実感したのでした。

室内から外に出て病院の周りを歩くようになりま
した。しかし、1㎝もない段差や僅かな傾斜、凸
凹、子供、通行人、車、自転車、点字ブロックな
どが、私にとって大きな障害物となりました。怖
くて200mの道を10分以上かけて歩きました。周
りを見る余裕なんてありません。1日一周が精一
杯でした。
でも、1週間後には1日2、3周と増え、自動販売
機でコーヒーを買えるようになったら、それを日
課にしました。1番近いコンビニまで歩けるよう
になったら毎日コンビニにまで買いに行くように
しました。自分が飲みたいから必死でした(笑)

いつも隣で励ましてくれたり、慰めて身を裂
かれる思いをし、心配ばかりかけている母の
ために。
何にも言わないけど、黙って見守ってくれ

ている父のために。
全力でサポートしてくれて、励まし続けて

くれる弟夫婦のために。
とにかく頑張る。が正解かもしれない。

平成30年2月、指圧マッサージ治療院の院長を
している私は、仕事の電話対応中に脳卒中を発
症しました。突然、首から背中にかけて異常を
感じたと同時に体が動かなくなっていきました。
その時は、とにかく「電話をちゃんと切らない
と」という気持ちしかありませんでした。電話
を切った直後に、「たぶんこのまま意識なくな
ると思うから、あとの事、頼むね」と仕事仲間
に言い残して気を失ったそうです。

倒れて3日後、気付いたら病院のICUにいました。
家族が来ている、病院にいる、寝ている、ただ
それだけしか理解できませんでした。
「脳出血で、倒れたんだよ。右が麻痺しちゃっ
てしばらく不自由になるけどがんばろうね！」
と言われても状況が理解できず、夢なのか？現
実なのか？昼なのか？夜なのか？何にもわかり
ませんでした。10日後の一般病棟に移った頃に、
やっと自分の身体の半分が動かなくなっている
事を自覚しました。

点滴（食事）中にベッドを起こし座っていても、
だんだん横へ倒れてしまい、テーブルとベッド
に挟まった事もありました。必死にナースコー
ルに手を伸ばすも届かず、自力で身体を起こす
事もできず、声も出ず、人も来ない・・。そこ
で初めて何もできない自分の全てが嫌になり、
苛立ちを感じても八つ当たりさえできない状況
に、子供みたいに1人で泣きました。

でも、毎日のように友人がお見舞いに来てくれ、
話しかけてくれたお陰で、言葉が出て、会話がで
きるようになりました。そして、リハビリ目的で
上板橋病院へ来たのでした。
転院時、「必ず治るから、とにかく入隊したと
思って必死にリハビリ頑張ってこい」と家族に励
まされました。思い通りに動けないけど「よーし、
がんばって早く治そう！」と、ただ単純にそう思
いました。
この頃から少しずつ、やっと何事も前向きに考え
ることが出来るようになった気がします。

自力で移動ができない時期の楽しかった事は、
同部屋の方とのカーテン越しのおしゃべりでし
た。朝、目覚めてからの「おはようございま
す！」から始まる、ご高齢のお友達との会話は、
昔の話、病気の話、これからの話、と色んなお
話が出来ました。時には家族にも言えない本音
の話から、不安になって涙が出てきちゃったり
もしました。
でも「ここの部屋には頑張る人しかいないから
ね！」「ご飯もちゃんと食べて、リハビリもが
んばって、笑って過ごして、前に進もうね」と
いうのが毎日の合言葉でした。「あなたとお
しゃべりしてると元気になるよ」そう言っても
らえて嬉しくて、いつも元気にしてました(笑)

私は1度だけ・・やってしまったことがあります。
夜中に寝ぼけてベッドから落ちたのです。その時
の私は、病院にいる事も身体が不自由で歩けない
事もすっかり忘れて、歩いてトイレに行こうとし
ました。
当然、ベッドから降りてすぐ転倒しました。です
が、元柔道経験者、うまく受け身をとったので
しょう。音は立てず、コッソリ転倒したのでした。
ベッドによじ登り、どこも痛くない！誰も気づい
てない！黙ってればバレない！(笑)
でも、後でちゃんと自己申告しました。その日か
ら2、3日はスタッフの方の過保護な介護が続きま
したが(笑)、ご心配をおかけしましたm(_ _)m

杖で歩くことが出来るようになってから病院での
生活が変わってきました。リハビリがない時間は
フロア内を歩き続け、1度に歩くのは2分程度。一
休みしてはまた歩く。1日に何度も何度も歩きま
した。鈴音が聞こえたのか、他の病室からも患者
さんが出てきて一緒に歩きました。
独りではなかなかやる気が出ないけど、誰か一緒
だとやるんですよ！「歩くよー！」って声かける
と部屋から出てくるんです。みんな気持ちは同じ
なんですね。

転倒はしないに越したこと
はない。でも万が一の為に
上手に転べばケガも最小限
で済みます。実家が柔道場
をやっている最高の環境で
した。
ゴロゴロ転がる練習から、
三点倒立ができるようにな
りました！！（リハ：凄い
けど脳出血後なので止めて
ね）、受け身も取れるよう
になりました！！

頑張れるのは皆さんのおかげなんです！
「回復が早いのは若さもあるけど、頑張ってるか
らだよ」とよく言われました。確かに自分でも早
く良くなりたい一心不乱でした。
でも、いつも隣で励ましてくれたり、

もっと頑張れるように褒めてくれたり、
元気がでる楽しいお話をしてくれたり、
いつも誰かが気にかけ、応援してくれ、
助けてくれ、見守ってくれました。
リハビリの方々や主治医の先生、看護師さん、

介護スタッフさん、清掃員さん等、皆さんが、前
向きに頑張れる環境を、毎日作って下さったおか
げだと思っています。

電車に乗る練習をするようになって分かったのは、
歩きスマホ（周りを見ず歩く）がとても多いこと
に気づきました。
退院してから、街中を歩いていてると、スマホや
よそ見をしていてる通行人に、杖を蹴られたり、
ぶつかったりもしました。
一言、言ってやろうと思ったけど・・周りに気を
つけてもらうのではなく、自分が気をつけなくて
はいけないのね。と思いました。だから、退院し
たらまずやる事！ “転ぶ練習をしよう”

麻痺足をつい乗せ忘れて車いすに巻き込んでしま
うので右足に鈴をつけました。右足を踏み出すた
びに“リ～ンリン”と、「猫みたい」と笑われまし
たが、意外に右足の歩行練習に鈴効果がアリ！！
麻痺した右手でお箸を使った食事は、上手くいき
ませんでした。脳出血の影響で視野欠損があり、
手元が見えず、口にうまく入りません。そこで、
私は鏡を見ながら食べるようにしました。見事に
効果アリ！鏡を見て自分と向き合いながら、こぼ
したり、落としたり、口じゃないところに外した
りしなくなりスムーズになりました。しかも毎食
きっちり完食しました。

夢なのか？現実なのか？

座ることもできない

上板橋病院へ転院

まるで、教育実習・・

TVはリハビリの一環

カーテン越しの
おしゃべり

一度だけ・・やってしまったこと

食事！！

鈴付き

鏡を見

て食べる

試行錯誤しながら日々の意識しない単純な動作が
少しずつスムーズになり、出来なかったことが少
しずつ変化してきました。脳ってすごい！

足の鈴音の歩行と鏡を使っての食事は
効果あり！！

結えた‼

自分で 歩行器～杖で
沢山、歩いた‼

綺麗で素敵な
配色と評判
だった千羽鶴
本当にありが
とうございま

す‼

歩きスマホは、やめましょう！！

一生懸命がんばったら不便な体も無くなって
しまうかもしれない！なんて奇跡が現実に起
こりますように。

毎日がリハビリ！ 遊びもリハビリ！
って思いながら、これからも、前向きに頑
張っていきたいと思います。

ありがとうございました！！

私はできません（リハビリ担当より）

親指と小指を合わせることが
出来なかったけど、やっと‼

誰よりも心配をかけ、１つずつ出来るように
なった事を心から喜び感動してくれた家族。
特に、母は洗濯物やお願いした物を持って仕
事終わりに来てくれました。毎日です。
それなのに、ワガママ言ったり、イライラし
たり…困らせ、嫌な気分にさせてしまったこ
ともありました。
でも私の前ではいつも明るく元気に励まして
くれました。母のお陰で、前向きに頑張れた
んだと思います。

「西村さんのリハビリは、
成果が見え、やりがいが
あって楽しい」と言いな
がら色々チャレンジして
くださるのがとても嬉し
かったですし、何より先
生方が一生懸命で楽しそ
うにしているのが患者側
からすると1番のやる気
の源になりました。

患者さんのやる気の源は・・・

頑張れリハスタッフ‼

リハビリ白木：十のうち一つだけしか不満がない
時でさえ、まずその不満を真っ先に口に出して、
文句を言ってしまいます。自分を顧みてつくづく
そう思います。Nさんのお話を読んで、ダメだ
なぁと感じました。
また、誰の人生にも不幸な状況はある。しかし、
心が受け入れない限り、不幸はないかもしれな
いって、そう思わせてくれる前向きな明るさにも
感動しました。真っ暗闇のどん底まで落ちてし
まっても、一筋の光を探すために試行錯誤しなが
ら、周囲への感謝の気持ちを忘れないNさん。ス
タッフ一同、末永く応援させて頂きます！！

退院後、仲間に
助けてもらい、
御神輿を担げま
した！！御神輿
リハビリ‼
ヨイヨイ！

ヨイサー‼

謝辞：にこにこ発行に際し、写真掲載まで快く協
力して頂いたご本人様に心から感謝申し上げます。

ありがとうございました！！

家族のために

実際の食事

（本人です）

編集 理学療法士 白木靖次郎

上板橋病院に入院してから、「排泄はトイレに
行く」事から始めました。恥ずかしい話、前院
では、トイレではなくオムツでした。
トイレでは右手足は動かないため、左手で手ス
リにしがみつき便座に座るのがやっとでした。
あとは出すだけ・・。それ以外は全部、病棟ス
タッフにやってもらいました。
40才女性。恥ずかしい。情けない。こんなの耐
えられない・・・と思うのが当たり前ですが、
私はそう思うよりも「へ～介護ってこうやって
もらうのか。ここまでしてくれるんだ」「トイ
レットペーパーが、あと1.2センチ手前にあった
ら届くのになあ」と、見て、動いて、考えて体
感していました。まるで教育実習を受けている
かの様な感覚でした。

脳の影響か、一度にたくさんの情報を受け取れ
ず、大勢の人がいる中で、早口で喋られたり、
テレビの音が重なると、整理できず聞いても分
かりませんでした。
そんな状況でも毎日3時間のリハビリはあり、自
室ではなくリハビリ室で行うようになって、賑
やかな環境に少しずつ慣れてきました。その頃
には自分の部屋にもTVを取り付けてもらい、騒
音を発し、動き回る画像、賑やかTVはリハビリ
の一環になりました。
TVを観ながら筋トレやストレッチをする、TVを
観ながら食事をするのもリハビリ・・でも、リ
ラックスは出来ませんでしたが(笑)

気合いを入れて‼

もっと高く‼


